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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第10期
第２四半期
連結累計期間

第11期
第２四半期
連結累計期間

第10期

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

売上高 (千円) 15,876,092 16,716,910 31,506,673

経常利益 (千円) 647,505 535,061 940,707

四半期(当期)純利益 (千円) 440,295 306,190 736,071

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 384,200 475,806 705,156

純資産額 (千円) 5,462,440 5,909,855 5,555,686

総資産額 (千円) 18,232,000 19,043,173 19,063,892

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 70.96 50.68 119.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 29.9 31.0 29.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,731,767 1,265,171 736,871

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △786,872 △526,233 △1,008,019

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △194,613 336,368 △88,300

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,293,306 4,310,412 3,222,535
 

　

回次
第10期
第２四半期
連結会計期間

第11期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.11 3.36
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４. 当社は、平成26年５月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っておりますが、第

10期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き政府による経済政策及び日本銀行による金融緩和策

等により、企業収益や個人消費に改善が見られるなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況のもと、「Change、Challenge、Compliance」の3Cを2015年度経営基本方針とし、企業価値の向上

に向けた取り組みを進めてまいりました。

環境機器関連事業セグメントにおける浄化槽排水処理システムの施工及び住宅機器関連事業セグメントにおける

建設関連業者等への売上は当社グループの重要な柱として引き続き注力するとともに、新規事業においても顧客獲

得等を目指してまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は167億16百万円(前年同期比105.3％)、営業利益は４

億71百万円(前年同期比77.9％)、経常利益は５億35百万円(前年同期比82.6％)、四半期純利益は３億6百万円(前年

同期比69.5％)となりました。

 

セグメント毎の業績は次のとおりであります。

(環境機器関連事業)

浄化槽の販売及び修繕工事は前年同期と比べ減少いたしました。これは前年の消費税増税に伴う駆け込み需要の

影響が大きかったためであります。また、排水処理システムの施工におきましては、前年同期と比べ堅調に推移い

たしました。これにより、売上高は77億25百万円(前年同期比105.5％)、セグメント利益(営業利益)は５億34百万円

(前年同期比84.5％)となりました。

 

(住宅機器関連事業)

ホームセンターリテール商材は前年同期と比べ減少いたしました。これは環境機器関連事業セグメントと同様、

前年の消費税増税に伴う駆け込み需要の影響が大きかったためであります。また、建設関連業者等に対する売上が

堅調に推移いたしました。これにより、売上高は86億84百万円(前年同期比105.9％)、セグメント利益(営業利益)は

３億22百万円(前年同期比111.0％)となりました。

 

(その他事業)

クリクラ事業については、顧客数や顧客1件当たりの販売本数の回復及び固定費の減少等により、前年同期と比べ

堅調に推移いたしました。ＢＤＦ関連事業及び小形風力発電機関連事業については、収益貢献には至っておりませ

ん。これにより、売上高は３億6百万円(前年同期比86.7％)、セグメント損失(営業損失)は54百万円(前年同期はセ

グメント損失(営業損失)36百万円)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産については、流動資産が130億51百万円(前年度比94.7％)、固定資産が

59億91百万円(前年度比113.4％)となり、資産合計は190億43百万円(前年度比99.9％)でありました。主な内訳は、

現金及び預金43億65百万円、受取手形及び売掛金53億64百万円、土地16億33百万円であります。

負債については、流動負債が109億13百万円(前年度比96.0％)、固定負債が22億20百万円(前年度比103.7％)とな

り、負債合計は131億33百万円(前年度比97.2％)でありました。主な内訳は、支払手形及び買掛金17億81百万円、短

期借入金54億円、長期借入金17億93百万円であります。

純資産合計は59億9百万円(前年度比106.4％)であります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、43億10百万円(前年同期は42

億93百万円)となりました。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、12億65百万円(前年同期は17億31百万円の増

加)となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益５億63百万円と減価償却費１億47百万円の計上、売上債

権の減少額10億37百万円、たな卸資産の減少額４億9百万円、仕入債務の減少額７億73百万円、賞与引当金の減少額

１億60百万円、未成工事受入金の増加額１億26百万円によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、５億26百万円(前年同期は７億86百万円の減

少)となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出５億59百万円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、３億36百万円(前年同期は１億94百万円の減

少)となりました。これは主に、短期借入金の増加額４億62百万円、長期借入れによる収入４億円、長期借入金の返

済による支出３億89百万円、配当金の支払額１億17百万円によるものであります。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は49百万円であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイキアクシス(E30133)

四半期報告書

 5/24



 

(5) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第

２四半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

(取得完了)

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの名称 設備の内容 取得年月

株式会社トーブ
本社
(名古屋市西区)

環境機器関連事業 事務所 平成27年６月
 

(注) １．前連結会計年度末において計画していた投資予定総額318,000千円のうち、第一期工事分187,394千円の取得

が完了いたしました。

２．平成27年１月１日付で東武産業株式会社は株式会社トーブに商号変更いたしました。

 

(計画の変更)

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容
完成予定
年月

投資予定額

総額
(千円)

既支払額
(千円)

提出会社 地下水飲料化部門
環境機器
関連事業

地下水飲料化
システム

平成27年
12月

928,000 738,875
 

(注)　平成27年度における営業計画に基づき、投資予定総額を変更しております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,204,400 6,204,400
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であ
ります。

計 6,204,400 6,204,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

― 6,204,400 ― 1,983,290 ― 1,766,394
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社YOUプラニング 愛媛県松山市喜与町1-2-3 2,070,000 33.36

株式会社伊予銀行 愛媛県松山市南堀端町1 300,000 4.84

株式会社愛媛銀行 愛媛県松山市勝山町2-1 240,000 3.87

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
(信託口)

東京都港区浜松町2-11-3 163,900 2.64

資産管理サービス信託銀行株式会社(信託
E口)

東京都中央区晴海1-8-12 162,700 2.62

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社(信託口)

東京都中央区晴海1-8-11 114,100 1.84

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1-6-1 112,800 1.82

ダイキアクシス従業員持株会 愛媛県松山市美沢1-9-1 95,100 1.53

BNYM SA/NV FOR BNYMCLIENT ACCOUNT
MPCS JAPAN
(常任代理人　株式会社三菱東京UFJ銀行)

RUE MONTOYER 46 1000 BRUSSELS
BELGIUM
(東京都千代田区丸の内2-7-1)

86,000 1.39

三甲株式会社 岐阜県瑞穂市本田474-1 79,600 1.28

計 － 3,424,200 55.19
 

(注) １．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 163,900 株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 61,300 株
 

２．資産管理サービス信託銀行株式会社(信託E口)の所有株式162,700株は、株式給付信託(BBT)及び株式給付信

託(J-ESOP)制度導入に伴う当社株式であります。

なお、当該株式は、連結財務諸表においては自己株式として処理しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,203,300
 

62,033 ―

単元未満株式 普通株式 1,100
 

― ―

発行済株式総数  6,204,400
 

― ―

総株主の議決権 ― 62,033 ―
 

(注)　株式給付信託(BBT)及び株式給付信託(J-ESOP)が所有する当社株式162,700株(議決権の数1,627個)につきまして

は、「完全議決権株式(その他)」に含めて表示しております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

(注)　株式給付信託(BBT)及び株式給付信託(J-ESOP)が所有する株式162,700株につきましては、上記自己株式等に含

まれておりませんが、連結財務諸表においては自己株式として処理しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年１月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,288,655 4,365,712

  受取手形及び売掛金 ※１,※２  5,676,243 ※１  5,364,074

  完成工事未収入金 1,572,087 855,950

  商品及び製品 267,809 281,441

  仕掛品 12,673 12,435

  未成工事支出金 1,613,641 1,207,807

  原材料及び貯蔵品 233,313 217,767

  その他 1,166,130 772,407

  貸倒引当金 △51,253 △25,708

  流動資産合計 13,779,298 13,051,888

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 1,209,288 1,677,033

    減価償却累計額 △429,035 △473,845

    建物及び構築物（純額） 780,253 1,203,188

   機械装置及び運搬具 1,408,726 1,581,599

    減価償却累計額 △449,135 △509,233

    機械装置及び運搬具（純額） 959,591 1,072,366

   土地 1,604,251 1,633,314

   建設仮勘定 220,963 195,544

   その他 519,900 529,924

    減価償却累計額 △357,411 △378,367

    その他（純額） 162,488 151,556

   有形固定資産合計 3,727,548 4,255,969

  無形固定資産   

   のれん 376,442 342,208

   その他 27,596 29,629

   無形固定資産合計 404,038 371,837

  投資その他の資産   

   投資有価証券 759,738 993,438

   その他 591,194 561,514

   貸倒引当金 △197,926 △191,475

   投資その他の資産合計 1,153,006 1,363,477

  固定資産合計 5,284,594 5,991,284

 資産合計 19,063,892 19,043,173
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,159,436 1,781,911

  工事未払金 1,280,457 885,018

  短期借入金 4,938,000 5,400,000

  1年内返済予定の長期借入金 554,832 566,948

  未払法人税等 328,128 111,038

  未成工事受入金 588,686 716,111

  引当金 440,864 208,200

  その他 1,076,684 1,243,952

  流動負債合計 11,367,089 10,913,181

 固定負債   

  長期借入金 1,795,196 1,793,799

  引当金 62,724 75,695

  資産除去債務 90,100 96,709

  その他 193,095 253,932

  固定負債合計 2,141,116 2,220,136

 負債合計 13,508,206 13,133,317

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,983,290 1,983,290

  資本剰余金 1,766,394 1,766,394

  利益剰余金 1,701,753 1,890,387

  自己株式 △159,471 △159,471

  株主資本合計 5,291,965 5,480,600

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 226,054 378,670

  為替換算調整勘定 33,414 50,584

  その他の包括利益累計額合計 259,468 429,255

 少数株主持分 4,252 －

 純資産合計 5,555,686 5,909,855

負債純資産合計 19,063,892 19,043,173
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 15,876,092 16,716,910

売上原価 12,876,161 13,696,326

売上総利益 2,999,931 3,020,584

販売費及び一般管理費 ※１  2,393,880 ※１  2,548,607

営業利益 606,050 471,977

営業外収益   

 受取利息 2,288 3,507

 受取配当金 6,785 5,358

 仕入割引 80,613 82,727

 その他 28,211 20,190

 営業外収益合計 117,899 111,784

営業外費用   

 支払利息 28,345 28,485

 貸倒引当金繰入額 △452 △423

 支払手数料 34,502 12,867

 その他 14,048 7,771

 営業外費用合計 76,444 48,700

経常利益 647,505 535,061

特別利益   

 固定資産売却益 － 265

 投資有価証券売却益 － 31,185

 関係会社株式売却益 － 823

 特別利益合計 － 32,274

特別損失   

 固定資産売却損 57 1,077

 投資有価証券売却損 － 2,346

 投資有価証券評価損 1,137 －

 その他 5 29

 特別損失合計 1,200 3,454

税金等調整前四半期純利益 646,305 563,881

法人税、住民税及び事業税 201,713 146,811

法人税等調整額 4,651 111,049

法人税等合計 206,365 257,861

少数株主損益調整前四半期純利益 439,939 306,019

少数株主損失（△） △355 △171

四半期純利益 440,295 306,190
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 439,939 306,019

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △45,075 152,616

 為替換算調整勘定 △10,663 17,169

 その他の包括利益合計 △55,738 169,786

四半期包括利益 384,200 475,806

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 384,561 475,977

 少数株主に係る四半期包括利益 △360 △171
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 646,305 563,881

 減価償却費 98,606 147,420

 のれん償却額 31,388 30,467

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,281 △32,400

 賞与引当金の増減額（△は減少） △172,345 △160,293

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △44,466 △43,296

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 595 △394

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △5,220 △2,904

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △37,623 △25,054

 受取利息及び受取配当金 △9,073 △8,866

 支払利息 28,345 28,485

 固定資産売却損益（△は益） 57 812

 投資有価証券売却損益（△は益） △330 △28,839

 関係会社株式売却損益（△は益） － △823

 投資有価証券評価損益（△は益） 1,137 －

 売上債権の増減額（△は増加） 1,039,186 1,037,713

 たな卸資産の増減額（△は増加） 412,480 409,324

 仕入債務の増減額（△は減少） △417,657 △773,369

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △70,849 126,314

 その他 498,137 363,278

 小計 1,979,392 1,631,455

 利息及び配当金の受取額 8,983 8,578

 利息の支払額 △28,821 △29,447

 法人税等の支払額 △227,787 △345,414

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,731,767 1,265,171

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △60,200 △47,300

 定期預金の払戻による収入 68,080 58,120

 有形固定資産の取得による支出 △794,287 △559,348

 投資有価証券の取得による支出 △5,799 △160,095

 投資有価証券の売却による収入 4,566 171,395

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △3,780

 貸付金の回収による収入 1,296 1,829

 その他 △529 12,945

 投資活動によるキャッシュ・フロー △786,872 △526,233

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） △284,809 462,000

 長期借入れによる収入 600,000 400,000

 長期借入金の返済による支出 △382,193 △389,281

 配当金の支払額 △102,372 △117,883

 リース債務の返済による支出 △25,237 △18,467

 財務活動によるキャッシュ・フロー △194,613 336,368

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9,402 12,570

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 740,879 1,087,877

現金及び現金同等物の期首残高 3,552,426 3,222,535

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  4,293,306 ※１  4,310,412
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第２四半期連結会計期間において株式会社アソラの株式を売却したことにより、連結の範囲から除外してお

ります。

 
(追加情報)

平成27年３月31日に「地方税法等の一部を改正する法律」(平成27年法律第２号)及び「所得税法等の一部を改

正する法律」(平成27年法律第９号)が公布され、平成27年４月１日以後開始する連結会計年度より、法人税率等

が変更されることになりました。

これに伴い、平成28年１月１日以後開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税

金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成28年１月１日から平成28年12月31日までは

35.37％から32.82％へ、平成29年１月１日以降は35.37％から32.06％へ変更されます。

なお、この変更による影響は軽微であります。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

受取手形割引高 －千円 18,662千円

受取手形裏書譲渡高 36,406千円 37,673千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末

残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

受取手形 174,878千円 －千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日)

給料及び手当 840,877千円 881,777千円

賞与引当金繰入額 105,406千円 86,492千円

退職給付費用 52,325千円 55,244千円

役員賞与引当金繰入額 36,054千円 46,785千円

貸倒引当金繰入額 △17,796千円 △9,568千円

減価償却費 21,637千円 48,329千円

のれん償却額 31,388千円 30,467千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日)

現金及び預金 4,372,710 千円 4,365,712 千円

取得日から償還日までの期間が３ヶ月を
超える定期預金

△79,404 千円 △55,300 千円

現金及び現金同等物 4,293,306 千円 4,310,412 千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日
定時株主総会

普通株式 102,372 33 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月11日
取締役会

普通株式 68,248 11 平成26年６月30日 平成26年９月９日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月27日
定時株主総会

普通株式 117,883 19 平成26年12月31日 平成27年３月30日 利益剰余金
 

(注)　平成27年３月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、BBT信託及びJ-ESOP信託が保有する当社の株式に

対する配当金額3,091千円が含まれております。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月11日
取締役会

普通株式 93,066 15 平成27年６月30日 平成27年９月９日 利益剰余金
 

(注)　平成27年８月11日取締役会決議による配当金の総額には、BBT信託及びJ-ESOP信託が保有する当社の株式に対す

る配当金額2,440千円が含まれております。
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(企業結合等関係)　

事業分離

(1) 事業分離の概要

①　分離先企業の名称

一般社団法人リモナイトマネジメント

 
②　分離した事業の内容

ペット関連事業

 
③　事業分離を行った主な理由

協力工場の閉鎖による影響、グループ内でのシナジー効果等を総合的に判断し、その経営権を出資パートナー

であり原材料の供給元でもある一般社団法人リモナイトマネジメントへ譲渡することが最適であると判断したた

め、同社に現保有株式1,800株のうち1,700株(発行済株式総数の85%)を譲渡致しました。

 
④　事業分離日

平成27年５月25日

 
⑤　法的形式を含むその他取引の概要に関する事項

受取対価を現金等の財産のみとする株式譲渡

 
(2) 実施した会計処理の概要

①　移転損益の金額

関係会社株式売却益　823千円

 
②　移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 42,398千円

固定資産 180千円

資産合計 42,579千円

流動負債 4,122千円

固定負債 29千円

負債合計 4,152千円
 

 
③　会計処理

株式会社アソラの連結上の帳簿価額と売却価額との差額を関係会社株式売却益として特別利益に計上しており

ます。

 
(3) 分離した事業が含まれていた報告セグメント

その他

 
(4) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

 累計期間

売上高 6,242千円

営業損失(△) △1,756千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

環境機器関連 住宅機器関連 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,321,418 8,201,311 15,522,730 353,362 15,876,092

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,818 133 3,952 213 4,165

計 7,325,237 8,201,445 15,526,682 353,575 15,880,258

セグメント利益又は損失(△) 631,744 290,276 922,020 △36,102 885,917
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、BDF関連事業、クリクラ事業、ペット

関連事業及び小形風力発電機関連事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 922,020

「その他」の区分の損失(△) △36,102

セグメント間取引消去 73,944

全社費用(注) △353,811

四半期連結損益計算書の営業利益 606,050
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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当第２四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

環境機器関連 住宅機器関連 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,725,660 8,684,872 16,410,532 306,378 16,716,910

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,652 169 3,822 205 4,027

計 7,729,312 8,685,041 16,414,354 306,584 16,720,938

セグメント利益又は損失(△) 534,087 322,314 856,402 △54,040 802,362
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、BDF関連事業、クリクラ事業、ペット

関連事業及び小形風力発電機関連事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 856,402

「その他」の区分の損失(△) △54,040

セグメント間取引消去 81,419

全社費用(注) △411,804

四半期連結損益計算書の営業利益 471,977
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 70.96円 50.68円

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 440,295 306,190

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 440,295 306,190

 普通株式の期中平均株式数(株) 6,204,400 6,041,700
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成26年５月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

３．株主資本において自己株式として計上されているBBT信託及びJ-ESOP信託に残存する当社の株式は、１株当

たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は当第２四半期連結累計期

間162,700株であります。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイキアクシス(E30133)

四半期報告書

21/24



２ 【その他】

第11期(平成27年１月１日から平成27年12月31日まで)中間配当について、平成27年８月11日開催の取締役会におい

て、平成27年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 93,066千円

②　１株当たりの金額 15円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年９月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
 

 

平成27年８月７日
 

株 式 会 社 ダ イ キ ア ク シ ス

取   締   役   会 御中
 

 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   石   黒         訓   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   田  中　   賢 　治   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダ

イキアクシスの平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年４月

１日から平成27年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイキアクシス及び連結子会社の平成27年６月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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